
【特別活動】高等学校 

１．題材名「がん患者の生活の質」「がん患者への理解と共生」 

２．題材について 

（１）題材設定の理由 

本題材は、生涯のうち国民の二人に一人がかかると推測される我が国の状況において、がんは重要な課題

であり、がんそのものの理解やがん患者に対する正しい認識を深める教育の必要性が高まっている。また、

がんについて学ぶことを通じて、自他の健康と命の大切さについて考え、がん患者への理解と共生について

も適切な態度や行動をとることができるようになることが求められることから本題材を設定した。 

（２）配慮が必要な事項 

授業の実施前までに以下のような事例に該当する生徒等の存在が把握できない場合についても授業を展

開する上で配慮が求められる。 

・小児がんの当事者、または罹患歴のある生徒等がいる場合。 

・家族にがん患者がいる生徒や、家族をがんで亡くした生徒がいる場合。 

・生活習慣が主な原因とならないがんもあることから、これらのがん患者が身近にいる場合。 

・がんに限らず、重病・難病にかかったことのある生徒や、家族に該当患者や家族を亡くしたりした生徒

がいる場合。 

３．指導のねらい 

・がんについて正しく理解することができるようにする。 

がんが身近な病気であることや、その予防（一次予防・二次予防）について、関心をもち、正しい知識

と、適切に対応できる実践力を身に付ける。 

・健康と命の大切さについて、主体的に考えることができるようにする。 

   がんについてや、がんと向き合う人々について学ぶことを通じて、自他の健康と命の大切さに気付き、

自己の在り方や生き方を考え、共に生きる社会づくりを目指す態度を身に付ける。 

４．指導計画 

   事 前 ・学習内容の通知と、実態把握のためのアンケート ＜保護者＞ 

       ・がんやがん患者に対する、関心、態度、考え方等に関するアンケート＜生徒＞ 

第１時 ア がんとは       イ がんの種類とその経過 

       ウ 我が国のがんの状況  エ がんの予防 

       オ がんの早期発見・がん検診 

カ がんの治療法 

第２時 （本時） 

キ がん患者の生活の質  ク がん患者への理解と共生 

事  後 ・がんやがん患者に対する、関心、態度、考え方等に関するアンケート＜生徒＞ 

・保護者への報告（通信） 

５．本時の指導と生徒の活動 

（１）本時のねらい 

  ・がんとの向き合い方や、がんと共生することについて考える。 

・自他の生命や、現在の生活の大切さに気づき、適切な生活態度について考える。 

 

 

 



（２）本時の展開 

時間 学習活動 指導上の留意点(◆評価) 

導 

入 

１．前時に学習した内容を復習する。 

・本時に学習する内容を確認する。 

○がんの発生経過や種類、一次予防と二次予防の大切さ、が

んの治療法の種類について、改めて確認する。 

○がんとどのように共生するのかについて全員で考える時

間にしたいことを伝える。 
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２．がん治療について考えることで、がんと

の向き合い方について考える。 

・治療方針を決定する際に、重視したい 

ことについて考える。 

 

３．がん患者について理解を深める。 

・がん治療と社会生活に関する配付資 

料を読む。 

 

 

 

 

・自分や身近な人ががんになったときの必

要な支援について考える。 

・４～６人グループで意見を交換する。 

・グループで意見をまとめ、全体で発表す

る。 

 

 

○治療方針やがんとの向き合い方について、自分の考えに当

てはまる箇所にチェックをつけるよう指示する。 

○考えた理由についてまとめるよう指示する。 

○「がんの種類や病状だけでなく、今後の生活や生き方を踏

まえて、その人（自分）らしく生きられるように適切な思

考・判断をし、がんと向き合うことが大切である」ことを

説明する。 

 

○「自分がこのような状況になったら」と想定し、自分のこ

と、身近な人のことへと、考えをめぐらせるよう補足する。 

○身近な人にがん患者がいるなど、配慮が必要な生徒がいる

場合は、活動の様子をや表情を観察する。 

 

 

○ワークシートに考えたことを記入させる。 

◆【知識・理解】 

がんの治療をしながら、日常生活を送る人が増えているこ

と。また、そのような人たちが、働きやすい社会にするた

めには、がん患者への理解を深め、共に支え合うことが大

切であることについて理解している。（記述や発言） 

○「司会」と「記録」を決めておくように指示する。 

○グループで出た意見をまとめ、マジックでＡ３用紙に記入

させる。黒板にセロハンテープで貼る。 

○「がん患者には、身体的・精神的・社会的に大きな負担が

かかるため、本人だけではなく家族や同僚など、周囲の支

援が不可欠なこと。社会全体で支えることが大切なこと」

を説明する。 

 

ま 

と 

め 

 

４．本時のまとめ、振り返りをする。 

・がんとの向き合いながら、生きていくために

必要なことをまとめる。 

・本時の感想を記入する。 

○ワークシートに記入させる。 

◆【思考・判断・実践】 

がん患者が働きやすい社会を築くための自分の行動を自

己選択・自己決定している。 

○時間があれば何人かに聞いてみる。（学習カード・発言） 

 

目標：がんとどのように向き合うか、また、がん患者を支えるとは何かについて考えよう。 

発問２：あなたやあなたの身近な人が「がん」になったら、どのような支援が必要だと思いますか？ 

発問１：あなたが「がん」の治療方針を決めるとしたら、なにを重視しますか？ 


